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天然木質内装ドア

※この製品の性能と安全性の確保のため、この施工説明書及び取扱説明書をよくお読
みいただき、施工は手順通り正しく行って下さい。
※この説明書には施工上・取扱い上、重要な内容が記載されていますので、注意深く
読み、理解してから作業等を行って下さい。
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この度はSkog E-naドアをお買い上げいただき、ありがとうございました。
E-naドアを末永く安全にご使用いただく為、施工上および使用上の注意をよく読み、必ずお守り下さい。

！

 

●E-naドアは室内用のドアですので、外装または浴室
等には使用することができませんので注意して下さい。

●扉・枠およびガラスに工具をぶつけたり、運搬時に引き
ずらないようにご注意下さい。傷や割れの原因になります。

●枠を施工する際、水平・垂直を確認したうえで取り付け
を行って下さい。閉まりの悪さやスキマの原因になります。
●下地のない場所への施工はしないで下さい。
●必ず施工後は引き渡しまで養生をして下さい。
●現場塗装をされる際は、扉本体の上端や下端の小口にも
塗装をしてください。

●表面は天然木のため、水を付けたり湿気の多い
場所には保管しないで下さい。また、梱包を解くと色
変りが始まりますので、日光を避けること、
養生をされることをお勧めします。

使用上のご注意【お施主様は必ずお読み下さい】

 

！

●扉の開閉は静かに行って下さい。乱暴な開閉は扉や
金物の破損の原因になります。
ガラス付きの場合は
特に注意してください。

●ヒーターなどの熱源を近づけると扉の反りやゆがみの原
因となりますので注意してください。

●扉を閉める際、指を挟めないように注意して下さい。
●扉･ガラス等に強い衝撃や物をぶつけないでください。
傷や割れの原因になります。

●扉を挟む居室で大きな温度差がある場合、扉が反る
場合があります。

●お子様が扉にぶら下がって遊ぶことなどのないように注意し
てください。

●1本引き戸を長期間開いたままにしておくと反りが発生す
る恐れがあります。

！

●扉や枠に直接洗剤を付けて掃除をしないで下さい。
●シンナー・ベンジン等の使用は、表面の艶が落ちたり、変色したりする恐れがあるので使用しないで下さい。
●お手入れする際は、必ず乾拭き又は中性洗剤を薄めた水に雑巾をつけ、硬く絞ってから軽く拭きとって下さい。
（水を吸い込むような仕上げの場合は乾拭きだけにして下さい。）

●塗装をしてお使いください。また、天然木を使用しているため、塗装した場合、仕上がりが均一にならない
可能性があります。
●天然木を使用しているため、木目や色は製品によって異なります。
●木製品のため、反り･ねじれ･割れ･隙間などが生じる可能性があります。
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施工上のご注意【施工業者様は必ずお読み下さい】

お手入れ方法と木製品としての注意事項【お施主様は必ずお読みください】
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①扉本体 1枚

②たて枠 2本

③上枠 1本

④Ｌ型ケーシング（オプション） 6本

⑤調整丁番 2個

⑥ハンドルセット 1セット

⑦戸当り（パッキン付） ３本

⑧枠組立ビス 6本

⑨取り付けビス １２本

（枠サイズに合わせて現場でカットして下さい）

たて枠高さ2095ですので、現場の納まりに合わせ、カットして

お使い下さい。

（参考　ドア高2032mm/枠30mm/ちり3mm)

（ドア本体のサイズに合わせてカットしてあります）

（ハンドルがつく部分には加工が施してあります）

①扉本体 1枚

②たて枠 2本

③上枠 1本

④Ｌ型ケーシング（オプション） 6本

⑤上部レール（要ビス穴加工） 1本

⑥上部吊り車 1個

⑦上部吊り車ブレーキ付 1個

⑧スパナ 1個

⑨ブレーキ作動板 1本

⑩下部ガイド 1個

⑪キャッチ付きストッパー 2個

⑫方立 1本

⑬戸当り 1個

⑭引き手 １個

⑮枠組立ビス 8本

⑯取り付けビス １３本

たて枠高さ2095ですので、現場の納まりに合わせ、カットして

お使い下さい。

（参考　ドア高2032mm/枠32mm/ちり９mm)

（ドア本体のサイズに合わせてカットしてあります）

（上吊り車がはめ込む部分には事前に加工が施してあります）

（枠サイズに合わせて現場でカットして下さい）

⑤
調
整
丁
番

⑥
ハ
ン
ド
ル
セ
ッ
ト

④
Ｌ
型
ケ
ー
シ
ン
グ

④
Ｌ
型
ケ
ー
シ
ン
グ

②
た
て
枠

②
た
て
枠

④Ｌ型ケーシング

⑦戸当り
(パッキン付)

①
扉
本
体

④Ｌ型ケーシング

③上枠

⑦
④Ｌ型ケーシング

④Ｌ型ケーシング

④
Ｌ
型
ケ
ー
シ
ン
グ

④
Ｌ
型
ケ
ー
シ
ン
グ

④
Ｌ
型
ケ
ー
シ
ン
グ

④
Ｌ
型
ケ
ー
シ
ン
グ

②
た
て
枠

①
扉
本
体

⑬戸当り

⑫
方
立

⑭
引
き
手

⑧スパナ
⑩下部ガイド

⑪キャッチ付

ストッパー

⑦上部吊り車ブレーキ付
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④L型ケーシング

⑪キャッチ付
ストッパー

⑦上部吊り車ブレーキ付

⑦上部吊り車

ブレーキ付

⑪

①扉本体 2枚 ⑥上部吊り車 2個

②たて枠 2本 ⑦上部吊り車ブレーキ付 2個

⑧スパナ 1個

⑨ブレーキ作動板 2本

③上枠 1本 ⑩下部ガイド 2個

⑪キャッチ付きストッパー 4個

④Ｌ型ケーシング（オプション） 6本 ⑫引き手ハンドル 2個

⑬枠組立ビス 6本

⑤上部レール（要ビス穴加工） 2本 ⑭取り付けビス 13本

（ドア本体のサイズに合わせてカットしてあります）

（枠サイズに合わせて現場でカットして下さい）

たて枠高さ2095ですので、現場の納まりに合わせ、カットして

お使い下さい。

（参考　ドア高2032mm/枠32mm/ちり９mm)

④Ｌ型ケーシング

⑭

⑬

枠組立ビス ８本
フィニッシュビス F-50

取り付けビス １6本

ダンドリビス 調整５５

上部レール(HR-150)

シルバー色

※レール取付用のビスは

現場でご用意ください

ﾌﾞﾚｰｷ付上部吊り車

(HR-220-BR)

DG色

ｷｬｯﾁ付ｽﾄｯﾊﾟｰ(HR-311)
DG色

ﾌﾞﾚｰｷ作動板

(HR-330-2H)

上部吊り車 (HR-220)

DG色
調整式下部ｶﾞｲﾄﾞ

(FG-060)

ｽﾊﾟﾅ(HR-600)
※戸車調整に使用します

下部ｶﾞｲﾄﾞ用ｽﾊﾟﾅ
(AFD-600)
※FG-060の前後調整

に使用します



①開口部の幅･高さの寸法を十分に確保してください。(図1)

（幅サイズ:外枠寸法+5mm、高さサイズ:2065+5mm+アンダーカット分）

※柱の垂直･床･まぐさの水平を水平器でよく確認して下さい。

※柱･床･まぐさの水平、垂直が出ていないとたおれ、太鼓、鼓、傾き、ねじれ

の原因となりますので十分に注意してください。

※対角寸法を同じにして下さい。

②梱包を開けて部品を確認して下さい。

③組立ビスを使い枠を組み立て、縦枠と上枠にズレがないことを確認して下さい。(図２)

④現場にあわせ、枠下端をカットし、施工をして下さい。(図３)

①枠を開口部にはめ込み、先に丁番側の枠の戸当り溝部分に

枠取り付けビスを仮固定して下さい。

②水平器を使用し、枠の水平を確認しながらラッチ側の

枠の上部を枠取り付けビスで仮固定してください。

③水平器を使用し、水平を確認しながらラッチ側の枠の

下部を枠取り付けビスで仮固定してください。

④左右のたわみがないことを確認し、残りの枠取り付けビスで本固定をして下さい。

※水平垂直を必ず水平器を使って確認してから取り付けてください。開閉不良の原因になります。

※スペーサーを使用し、枠がぐらついたり、隙間が発生するのを防いでください。

スペーサーを使用しないと、丁番が破損する恐れがあります。

⑤戸当り溝にビスを施工後、接着剤を使用し、戸当り(戸当りパッキン付)を

施工して下さい。(図５)

※パッキンが付いているほうが扉側になります。

※接着剤はまんべんなく行き渡るように塗布してください。

接着剤の量が少ないと扉の開閉の際に戸当りが外れる恐れがあります。
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カット

２．開口部への枠の取り付け
戸当り溝
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位
置

ビス位置は丁番ベース

の中央部の戸当り溝

（図４）

丁番ベース
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（図５）

接着剤



①扉と枠に丁番を取り付けて下さい。（取り付け位置は、7ページをご参照ください。）

※丁番を取り付ける際、丁番の上用・下用を間違えないように注意してください。

■吊込み手順

①上用丁番の軸心棒を引き出します。

②ドアが上枠に当たらないようにドアをやや傾けながら、下用丁番から差し込みます。

③ドアをまっすぐに立てて上用丁番の位置合わせをしてから、軸心棒を下げて上用丁番の結合を行います。

④最後に建付けと軸心カバーの調整をして完了です。

①金具セットの説明書に従い、ハンドルを取り付けて下さい。

※座とレバーの取り付けには必ず手動ドライバーを使用してください。

①接着剤を使用し、枠にケーシングを施工してください。(図６)

※接着剤はまんべんなく塗布して下さい。

接着剤の量が少ないと、ケーシングが外れる場合があります。

※丁番やラッチ受け座などと干渉する部分は、加工してお使いください。

※接着剤を施工する際、ラッチ受座部分には塗布しない様に注意してください。

ラッチ受けの調整ができなくなる場合があります。

※縦の勝ち納めになっています。

①扉を開閉して、扉が当たる場合は、調整丁番にて扉の傾きを調整してください。

※調整の仕方は、次項にて記載しています。
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（図６）
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４．ハンドルの取り付け

５．ケーシングの取り付け

６．扉の調整
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３方向調整丁番

調 整 方 法
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※木製ドアに取り付けるため、インパクトドライバーなどでの取り付けはしないで下さい。

絞めすぎないよう、必ず手動ドライバーをお使い下さい。

①ラッチの穴が、扉に開けた穴の中心と一致するように、

扉にラッチを取り付けます。（図1）

※必ずドライバーで取付をして下さい。

②心棒のある方のドアノブを取り付けます。

ラッチを指で押し込みながらハンドルを差し込みます。（図２）

※初期状態でネジがついていますが、取り外さず、

そのまま取り付けて下さい。

③扉面からネジ頭まで約15ｃｍほどの長さになるまで、

取り付けネジを2本とも絞めこみます。（図３）

約15cm

④心棒とノブの穴形状を合わせて反対側のノブを取り付けます。（図４）

⑤反時計回りに取手部分をひねりながらノブを押し込みます。

ネジが引っ掛かったら、取手部分を時計回りに回します。（図５）

➅ノブを押し込みながら、しっかりと取り付けネジを締めこみます。（図６）

※取り付けの際、ノブを傷つけない様、

細いビットのドライバーのご使用をお勧めします。
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(左右兼用ラッチ)

(図１) 中心 中心

(図２)

(図３)

(図４)

(図５)

〈２〉〈１〉

(図６)



 三次元調整機能付隠し丁番 

取り付け・調整方法 

調 整 方 法 
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①開口部の幅･高さの寸法を十分に確保してください。(図1)

（幅サイズ:外枠寸法+5mm、高さサイズ:2073+5mm+アンダーカット分）

※柱の垂直･床･まぐさの水平を水平器でよく確認して下さい。

※柱･床･まぐさの水平、垂直が出ていないとたおれ、太鼓、鼓、傾き、ねじれ

の原因となりますので十分に注意してください。

※対角寸法を同じにして下さい。

②梱包を開けて部品を確認して下さい。

③組立ビスを使い枠を組み立て、縦枠と上枠にズレがないことを確認して下さい。(図２)

④現場に合わせ、枠下端をカットし、施工をして下さい。(図３)

①枠を開口部にはめ込み、縦枠側（戸じゃくり有り)の上部を

枠取り付けビスで仮固定して下さい。

②下げ振りを使って垂直をだしてから、縦枠(戸じゃくり有り)の

下部を枠取り付けビスで仮固定してください。

③水平器で上枠の水平を見ながら、戸当りの上部を

枠取り付けビスで仮固定してください。

④下げ振りを使って垂直をだしてから、戸当りの下部を

枠取り付けビスで本固定してください。

⑤枠の前後、左右のたわみがないように調整して残りの

枠取り付けビスで本固定をして下さい。

ビス固定時の注意点
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（図１）

１．準 備

（図２） （図３）

カット

！
上 枠 方 立

裏面からビスで固定して下
さい（現場手配）。

上枠の溝に同梱の枠取り
付けビスを固定して下さい。

上枠と縦枠の接合部と
まぐさの間に、隙間が生
じないよう、スペーサー

を入れて下さい。

※接合部とまぐさの間に
スペーサーがないと、
上枠が持ち上がり戸車

が脱輪する原因となりま
す。

２．開口部への枠の取り付け

（図４）
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＜施工ガイド＞

上吊式引戸金物施工ガイド

※レール取り付け用のビスは、

現場でご用意ください。

(１本引き、引き違い用）
※ソフトクローズの取付は、１４ページ下をご参照ください。



①開口部の幅･高さの寸法を十分に確保してください。(図1)

（幅サイズ:外枠寸法+5mm、高さサイズ:2073+5mm+アンダーカット分）

※柱の垂直･床･まぐさの水平を水平器でよく確認して下さい。

※柱･床･まぐさの水平、垂直が出ていないとたおれ、太鼓、鼓、傾き、ねじれ

の原因となりますので十分に注意してください。

※対角寸法を同じにして下さい。

②梱包を開けて部品を確認して下さい。

③組立ビスを使い枠を組み立て、たて枠と上枠にズレがないことを確認して下さい。(図２)

④現場にあわせ、枠下端をカットし、施工をして下さい。(図３)

①枠を開口部にはめ込み、縦枠側（戸じゃくり有り)の上部を

枠取り付けビスで仮固定して下さい。

②下げ振りを使って垂直をだしてから、縦枠(戸じゃくり有り)の

下部を枠取り付けビスで仮固定してください。

③水平器で上枠の水平を見ながら、戸当りの上部を

枠取り付けビスで仮固定してください。

④下げ振りを使って垂直をだしてから、戸当りの下部を

枠取り付けビスで本固定してください。

⑤枠の前後、左右のたわみがないように調整して残りの

枠取り付けビスで本固定してください。

ビス固定時の注意点
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寸法にする

90°

90°
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カット

２．開口部への枠の取り付け

！
上 枠

上枠と縦枠の接合部と
まぐさの間に、隙間が生
じないよう、スペーサー

を入れて下さい。

※接合部とまぐさの間に
スペーサーがないと、
上枠が持ち上がり戸車

が脱輪する原因となりま
す。

上枠の溝に同梱の枠取り
付けビスを固定して下さい。

（図４）



13

アウトセット 納まり図

アウトセットレール施工ガイド
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＜施工ガイド(レールの取付け)＞

＜設計ガイド(ソフトクローズ)＞

※レール取り付け用のビスは、現場でご用意ください。
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＜施工ガイド(扉側金物の取付け)＞
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※レール取り付け用のビスは、

現場でご用意ください。
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ドアデザイン

内側

外側

左吊元(LH) 右吊元(RH)

吊元 吊元 Ｌ Ｒ

ドア吊り元 引き手方向

吊りもとの見方



 

  

固定枠納まり図 

●片開きドア 固定枠 

●１本引きドア 固定枠 

１９ 



 

  

固定枠納まり図 

●引き違いドア 固定枠 

●２本引き込みドア 固定枠 

２０ 



 

 
 

  
ケーシング枠納まり図 

●片開きドア ケーシング枠 

●１本引きドア ケーシング枠 

２１ 



 

 

 

 

 
  

ケーシング枠・アウトセット納まり図 

●引き違いドア ケーシング枠 

●アウトセットドア 

２２ 
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